
W2000タイプ

【横張り】

短
い
幅
で
の
施
工

笠
木
使
用

笠
木
不
使
用短い幅で施工する場合

設計に際して（施工寸法・支柱・笠木・短い幅での施工）

1,200mm以下1,200mm以下



本

本

本

本

本

本

本

本

個

個

本

個

本

本

個

本

個

本

本

個

個

個

100×2,383×3

13×12×2,387

個

本

個



P.5-【B-2】以外の施工で



P.5-【B2】以外では支柱ピッチは1,000mm以下を守ってください。1,000mmを超えるとアルファウッドの外れや、
脱落などにより事故につながる恐れがあります。

※板幅60mmを支柱にねじ止めする
　際は板1枚につき、ねじ1本です。



図B5（P.5）・図B6（P.6）の条件で施工をされる場合、センタ
ー支柱なしでも施工できます。

アルファウッドを1,350mm以下の必要な長さに切断し、下図を参考に専用ドリルねじで端部支柱にねじ止めしてください。
ジョイント部支柱にはスペーサー、ジョイント部品連結タイプ、専用ドリルねじを使用してスペーサーの位置でねじ止めしてください。
※端部支柱にねじ止めをする際、ジョイント部支柱に使用するスペーサーと同じ幅が開くようにねじ止めしてください。

※
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スペーサーとジョイント部品連結タイプを、
端部支柱にも取り付ける事もできます。
※製品の強度に影響はありません。
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1,200mm以下

150mm以下

図B5

センター支柱なしでの施工方法

センター支柱

端部支柱

ジョイント部支柱

端部支柱

ジョイント部支柱

条件1.連続した端のアルファウッドが長さ1,350mm以下。
条件2.上記アルファウッドに使用するジョイント部支柱と端部支柱のピッチが1,200mm以下。
条件3.上記に使用する端部支柱の中心からアルファウッドの出幅寸法が150mm以下。

※

※支柱のピッチを1000mm以上にする場合、P.7の基礎寸法参考資料よりA.B.C寸法を50mm程大きくしてください。
 （H寸法が2200の場合はA寸法を大きくする必要はありません。）
※必ず片方の支柱にのみねじ止めしてください。両方の支柱にねじ止めした場合、気温によって【曲がり】や【割れ】の発生する
   原因となります。
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スペーサーとジョイント部品連結タイプを、
両方の支柱に取り付ける事もできます。
※製品の強度に影響はありません。

1,200mm以下150mm以下 150mm以下

アルファウッドを1,500mm以下の必要な長さに切断し、下図を参考にスペーサー、ジョイント部品連結タイプ、専用ドリルねじを
使用してスペーサーの位置でねじ止めしてください。もう一方の支柱は専用ドリルねじでねじ止めしてください。

図B6

センター支柱なしでの施工方法

センター支柱

端部支柱

ジョイント部支柱

条件1.アルファウッド長さ1,500mm以下を1スパンのみで施工。
条件2.上記アルファウッドに使用するジョイント部支柱と端部支柱のピッチが1,200mm以下。
条件3.上記に使用する端部支柱・ジョイント部支柱の中心からアルファウッドの出幅が150mm以下。

※

1,200mm以下

150mm以下

150mm以下

※支柱のピッチを1000mm以上にする場合、P.7の基礎寸法参考資料より各寸法を50mm程大きくしてください。
 （H寸法が2200の場合はA寸法を大きくする必要はありません。）

※必ず片方の支柱にのみねじ止めしてください。両方の支柱にねじ止めした場合、気温によって【曲がり】や【割れ】の発生する
   原因となります。
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4.2

4.2

4.2

捨てコンクリート

砕石

捨てコンクリート

砕石

P.5-【B2】以外では支柱ピッチは1,000mm以下を守ってください。

支

1,000支



4.2

4.2

P.5-【B2】以外では支柱ピッチは1,000mm以下を守ってください。

支



45×36の支柱はコンクリートブロック専用です。

D

短い幅での施工に関して
下記図の様な施工をされる場合、センター支柱なしでも施工できます。本説明書P.5-【B2】をよく読み施工してください。
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P.5-【B2】以外では支柱ピッチは1,000mm以下を守ってください。

1,200mm以下1,200mm以下 150mm以下 150mm以下 150mm以下

センター支柱 センター支柱



※ジョイント部品【連結タイプ】には3サイズの品ぞろえがあります。
　フェンス高さ1,800mm以下の場合はジョイント部品連結タイプW60を、1,800mmを超える
　場合はW70を推奨します。また、スペーサーはジョイント部品連結タイプのサイズに合わせ
　ｗ60・W70用をご使用ください。















ポリカパネルは《ポリカーボネート》を《アルミ枠》ではさみ込む構造になっています。
支柱への取付はジョイント部品【連結タイプ】を用い、アルファウッドB120×12と同様に行って
ください。（図E1参照）ただし、《ポリカーボネート》《アルミ枠》の長さは2,400mmなので、　　－①②
を参考にして切断してください。
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①端部以外に取り付ける場合
《ポリカーボネート》《アルミ枠》の長さは2,400mmです。支柱ピッチに合わせて切断をしてください。

②端部に取り付ける場合下記図を基に切断をしてください。
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ポリカパネルの切断には、電動丸のこをご使用ください。その際、端部の欠けがが発生
しないように丁寧に切断作業を行って下さい。
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アルファウッド板材とポリカパネルでは、板の幅寸法に多少の誤差がある為
ポリカパネルを３段以上連続で張る場合には、アルファウッドとの列ズレが
発生しないように、微調整を行うようにして下さい。






